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はじめに
　四人の奏者はそれぞれ仕事と家庭を持ち、それらと両立させながら演奏活動を行っている。練習
や演奏会といった活動は土曜、日曜など休日に行っており、その活動の場となるのは主に新潟県長
岡市である。四人のうち三人は新潟市、燕市、十日町市在住であり、新潟県内とはいえ、かなり遠
方から通うことになる。従って、時間、距離など物理的条件から、四人の奏者が集合しての練習を
頻繁に行うことは難しく、一ヶ月に一回から二回、演奏会等の本番が近づいても三回可能かどうか
という状況である。さらに、各奏者はそれぞれの居住する地域においても他の吹奏楽団体に所属し
ており、それらの活動も同様に休日を利用して行っている。各々が複数の団体に所属している四人
の奏者が互いの都合のよい時間を考慮しながら調整すると、一回の練習に使える時間はおよそ３時
間程度である。その状況の中で、筆者のレッスンを受講するため演奏の準備をしなければならな
い。筆者のレッスンはおよそ三ヶ月に一回、演奏会本番が行われる三ヶ月前に続けて二回が限度で
ある。以上のことを考慮すると、筆者も奏者も短時間で集中的且つ効率的な練習、レッスンを行わ
なければならない。個々の演奏技術を高め、少ないグループ練習でも効果が得られることを目的と
して、実際に行ったレッスンの内容とその成果について述べる。
１．グループでの活動の前に
　グループでの練習及びレッスンの時間が少ないため、事前に個人練習、準備等を行う必要があ
る。四人の奏者は基本的に自宅で演奏するのが難しい環境にある。それを考慮した上で、普段の生
活の中でできた僅かな時間を利用してでも可能な練習として、呼吸を意識する練習、アンブシュア
を維持する練習の二つを指示した。ここで重要なのは、演奏の基本を再確認し、習得した技術、感
覚を維持することである。深く大きく息を吸って吐く呼吸を意識すること、口輪筋を鍛え十分に唇
を振動させながら正しいアンブシュアを保つことを目的とするものである。楽器の演奏は“一日休
むと、取り戻すのに三日かかる”といわれる。個人差はあるが、演奏しない期間が長期に及べば、
身につけた技術や感覚が衰えてしまう恐れがある。これを避けるため、毎日短時間ずつ継続でき、
且つ効果的な練習が必要となる。
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１−１　呼吸を意識する練習
　深い呼吸を意識して練習を行う際、実際に効果が見えなければ目標が設定できず、意欲的に継続
するのは難しいものである。そこで筆者は、呼吸法練習器具としてエアバック５リットル用（写真
１）を使用し、バックの膨らみで息の量を視覚的に確認できるようにした。さらに、バックをより
大きく膨ませることを目標として練習を毎日継続するよう指導した。
写真１　エアバック５リットル用
１−２　アンブシュアを維持する練習
　主にマウスピースを使用して行う練習である。筆者は、髙島（2011）において指定した楽譜を
題材にし、マウスピースで、正確な音程を出すことを目標として練習するよう指示した。継続し慣
れてきたら、髙島（2012）において指定した楽譜でも同様の練習をするよう指導した。
　
１−３　１−１、１−２の効果
　奏者からは、起床後、通勤時間、仕事の休憩時間、就寝前などを、これらの練習に充てたとの報
告を受けた。継続して練習を行った結果、深い呼吸と正しいアンブシュアが維持され、集合練習の
ない期間が長くなっても、楽器を使用して実際に演奏してみると全くブランクを感じさせなかっ
た。楽器の音がより一層響くようになり、演奏に安定感が生まれた。その背景には、二つの練習を
通じて、自然に音に関するイメージトレーニングができていたという要素があったことも十分に考
えられる。これらの基礎技術が大変重要であることを認識した上で、チューニングに進まなければ
ならないと筆者は考える。
２．チューニング（tuning）
　チューニングとは、ラジオや無線機器の電波の周波数を合わせることであり、同調ともいわれる
が、音楽においては、楽器の音の高さを合わせることであり、通常は演奏が始まる前に楽器の音程
やピッチを調整することを意味する。ここで音程とピッチの違いについて述べておく。音程は、
ハーモニーやスケールのイントネーションといった、音楽的な音の高低のことを指す。この場合、
チューナ （ー音程の周波数を測定する装置、YAMAHA製チューナー＆メトロノームTDM-75を使用、
写真２）通りの音程では美しい旋律、ハーモニーにはならないのである。一方ピッチは、ユニゾン
やトゥッティにおける音の調和を指す。例えば、フルート、クラリネット、オーボエで同じ一つの
旋律を演奏する際、三人が同じ音程で演奏しなければ、当然音は濁ってしまう。このような場合に
「ピッチを合わせる」という言い方をする。管楽器レッスンで現場に立ち会うと、チューニング中、
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同じ場面でも「音程を合わせる」「ピッチを合わせる」と、その都度表現が変わる奏者をしばしば
見受ける。奏者、指導者は、これらの言葉の意味を正しく理解しておく必要があると筆者は考える。
　アンサンブルにおける管楽器は、各楽器の管の長さを変えることにより音程の高低を調節し、
ピッチの統一を図る。しかし、ピッチは楽器自体の温度によって変化し、息が吹き込まれることに
よって楽器が暖まると高くなる。さらに、演奏する空間における温度、湿度の影響も受けやすく、
環境に応じて微調整が必要となる。金管楽器はチューニング・スライドと呼ばれる管を入れたり抜
いたりすることで調整する。金管楽器は木管楽器と比較して構造が単純であること、また、音を発
生させる手段も、木管楽器がリード（エアリード「無簧」楽器は除く）を使用するのに対し、金管
楽器は唇そのものによってと、その機構には大きな違いがある。このため特に金管楽器は、アンブ
シュアを確立していなければ音程を調整することは困難なのである。従って、それらを確認した上
で基準のピッチを合わせるべく管の調節を行う。
　　　　　　　　　　　　写真２
２−１　チューニングの実際
　全てのチューニングに関してチューナーとハーモニーディレクター（ハーモニートレーニング、
テンポの確認、リズムトレーニングなどの機能を組み込んだ指導用総合楽器、YAMAHA製HD-
200、写真３）を使用した。基準ピッチを442ヘルツとし、チューナーは主に奏者による音程の確認、
ハーモニーディレクターは平均律に設定し、奏者による音程の確認、及び指導者による音程の確認
を目的として使用した。
写真３
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２−１−１　完全音程のチューニング
　四人の奏者はユーフォニアム奏者二人、チューバ奏者二人により構成されており、ユーフォニア
ムはＢ♭管、チューバはＦ管とＢ♭管を使用している。チューニングでは、それぞれの管の長さに
合わせて１度、４度、５度、８度の音程を調整した。ユーフォニアム（譜例１）、チューバのＢ♭
管（譜例２）の場合、Ｂ♭、Ｅ♭、Ｆ、Ｂ♭、チューバのＦ管（譜例３）はＦ、Ｂ♭、Ｃ、Ｆとなる。
譜例１　　　　　　　　　　　譜例２　　　　　　　　　　　譜例３
　
２−１−２　スケール（音階）を用いたチューニング
　先ずＢ♭管、Ｆ管共にＢ-durの音階でＢ♭の音程を確認した。次に上行形、下降形両方の音程移
動を行い、完全音程をフェルマータで伸ばすことで、その音程を確認し、安定させるように指導し
た（譜例４）。
譜例４　チューバは１オクターヴ下で演奏する
２−１−３　抵抗感の強い音のチューニング
　金管楽器のための楽曲においては、２番バルブと３番バルブを同時に押して演奏される箇所が極
めて多い。主な音としてＢ♭管ではＤ♭とＧ♭（譜例５）、Ｆ管ではＤ♭とＡ♭（譜例６）がこれ
に該当する。息を入れる際に抵抗感（入れた息が反動で戻されてくるような感じ）が強く音程が不
安定になりやすいため、それらの音を単音として捉え、独立させてチューニングを行った。
譜例５　チューバは１オクターヴ下で演奏する　　　　　譜例６
２−１−４　４番バルブによるチューニング
　主にＢ♭管ではＣ（譜例７）とロートーンのＦ、Ｆ管ではＣとＧ（譜例８）が４番バルブを使用
する音に該当する。１番バルブと３番バルブを同時に押すと、４番バルブと同じ音程を発すること
はできるが、４番バルブを使用した時に比べ抵抗感が強くなってしまう。また、音程が高くなる傾
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向があり、他の１番バルブを中心とした音色や音程が不安定になる恐れがある。これらのことか
ら、４番バルブを使用してそれらの音のチューニングを行った。
譜例７　チューバは１オクターヴ下で演奏する　　　　　譜例８　
２−２　温度、湿度の変化に応じた音程調整
　２．チューニング（tuning）でも述べたように、ピッチは演奏する環境によって変化する。そ
こで四人の奏者には、室温を夏期は26〜28度、冬期は23〜25度に、湿度を夏期冬期通じて40〜60
パーセントに設定するよう指示した。これは一般的に快適であるとされている室内環境である。し
かし、普段練習する環境が、必ずしも温度、湿度の調整が可能な空間であるとは限らない。実際に
四人の奏者が練習する環境に合わせてチューニングをしたところ、夏期の気温、湿度が高い時期
は、チューニング・スライドの管を普段バランスのとれた状態よりも５センチから15センチ程度
抜かなければならなかった。対して冬期の気温が低い時期は、チューニング・スライドの管を全部
入れた状態でも音程が上がり切らないことが多くあった。冬期は、楽器に息を通すことで楽器を暖
めて音程を上げることは可能であるが、夏期はこのような方法での調整が不可能である。さらに、
管を抜き過ぎたことにより、呼吸に伴う唇の振動と、楽器の音色や響きのポイントとの間にズレが
生じ、音域や音程によっては音色が損なわれ、著しく音程が下がる。実際にアンブシュアが緩み、
音程が不安定になってしまっていた。そこで筆者は、奏者に体感温度を意識させながら、室温28度
以上の空間では、基準ピッチを標準の442ヘルツから最高444ヘルツまで引き上げ、15度以下の場
合は最低440ヘルツまで引き下げて音程調整を試みるよう指導した。その結果、先ず体感温度を意
識することで、演奏前により理想的な環境をつくることができるようになった。その上で基準ピッ
チを変動させることにより、管を抜くバランスに極端な変化がなくなり、同時に音色や響きの斑も
軽減された。
２−３　ハーモニーディレクターとチューナーの使用に際して
　筆者は、吹奏楽や管楽器アンサンブル等の指導をする際、ハーモニーディレクターとチューナー
を使用して音程を確認しながら全体の合奏指導を行うのだが、一度個々の音程を確認しチューニン
グを行ったにもかかわらず、二度目になると音程にズレが生じ、それ以降合わなくなってしまうと
いうことを度々経験してきた。その原因として考えられるのは、先ず楽器の経験が少なく、楽器に
息を吹き入れるための呼吸が浅いこと、もう一つにアンブシュアが確立されていないことが考えら
れる。ある程度の経験を持つ奏者であっても、ハーモニーディレクターの音を聴きながら音程を合
わせ、チューナーによる確認まで行っても、全体で一斉に音を出す時には自分の楽器の音しか聴い
ておらず、周囲の音までは聴いていないものである。必要以上に機器類を頼り過ぎると、周囲の音
色、響き、音程を自分の耳で感じながら演奏するという意識が薄れ、感覚が鈍る恐れがある。以上
のことから、機器によるチューニングに固執させないために、四人の奏者には２−１で述べた内容
を再認識させ、全員で演奏する際、どうしても合わない場合にのみ、確認のため補助的に使うよう
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指導した。その結果、徐々に互いの音を聴きながら、ユニゾンを合わせられるようになった。長い
経験で培われた感覚が戻った、というべきであろう。それらを意識しての演奏を重ねるうちに、環
境や状況に応じてスムーズな調整ができるようになった。
２−４　純正律による音程調整
　平均律は１オクターヴの中に半音の幅を一定に揃え、それぞれの音程を均等に割り振った音律で
ある。それに対し、純正律は自然倍音列上の音程を使用した音律、言うなれば、平均律に設定され
た楽器（例えば調律されたピアノ）では出すことのできない澄んだハーモニーをつくるべく、微妙
な調整を施した音律である。長三和音や短三和音が自然倍音では割り切れないため、自由に音程を
微調整することが可能な管楽器及び弦楽器を使用した合奏は、純正律を基準として他の楽器との和
声的な合奏の構築を求めていく。ハーモニーディレクターでは既に純正律の周波数が設定されてい
る。長調（表１）と短調（表２）の周波数は以下のとおりある。
表１　縦：調　横：音名　単位：Hz
C Des D Es E F Fis G As A B H
C 0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7
Des -11.7  0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6
D 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6
Es -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4
E -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0
F 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3
Fis -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0
G -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9 15.6 -13.7
As -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9 15.6
A 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3 3.9
B 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0 -29.3
H -29.3 3.9 15.6 -13.7 -2.0 -31.3 2.0 -27.4 -15.6 17.6 -11.7 0.0
表２　縦：調　横：音名　単位：Hz
C Des D Es E F Fis G As A B H
C 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7
Des -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6
D 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6
Es -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7
E 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0
F 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3
Fis 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0
G -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6 -13.7
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As -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9 15.6
A 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2 3.9
B 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0 33.2
H 33.2 3.9 15.6 -13.7 -2.0 31.3 2.0 13.7 -15.6 17.6 -11.7 0.0
　
　以上の認識に基づき、四人の奏者には、使用楽器の多くがＢ♭管であることからB-durのチュー
ニングを指示した。これを継続した結果、全ての管の調整が３センチ以内で行えるようになった。
さらに筆者はハーモニーディレクター、奏者はチューナーを使用して音程の確認を行いながら、長
三和音を以下のように割り振って演奏させた（譜例９）。
　　　　　　　　　　　譜例９
　　　　　　　　　　
　結果、四人の音色が統一され、純正律による美しい和音となり、共鳴しながら響きが柔らかく広
がりを見せるようになった。
３．ここまでのまとめとして
　チューニングという作業は、楽器を演奏する際に必要不可欠なものである。従って、いずれかの
タイミングで確認をする必要がある。そのため、チューナーやハーモニーディレクター等の機器類
を使用することは、今日常識となっているといっても過言ではない。テンポの確認のため使用する
メトロノームについても同じことが言える。これらが演奏技術の向上や、音楽的感覚を養う訓練に
役立つものであることは確かだが、言うまでもなく、実際の演奏は機械通りにするものではないこ
とを再認識しなければならない。機器類に頼るあまり、気づかぬうちにそれらに依存してしまって
いる奏者も少なくないと思われる。簡便さに頼らず、奏者としての能力を高めようという意識を
持って、日々の練習に励みたいものである。四人の奏者は引き続き、楽曲のための演習に取り組む
こととなる。
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